
 

 

 

  

 

 

 

取組の内容 

１ 児童が主体となった取組 

  ＯＰＰＦ（ワンページポートフォリオ）

形式の学習カードを活用し、ねらいや課

題を明確にした授業により、児童がなり

たい自分を明確化し、課題を解決する力

を培った。 

 

２ 体力向上にＩＣＴを効果的に使用した

取組 

「表現運動」等でＩＣＴを活用し、視覚

的に細かな動きまで説明したり、真似で

きるよう工夫した授業を行った。 

 

３ 学校全体として継続的に体力向上に向

けた取組 

  マッスルタイムと称した「片足バラン 

ス」や「空気椅子」「いスクワット」など 

体幹を鍛えるトレーニングを実施した。 

 

４ 子どもたちが楽しんで運動に親しめる

ように工夫した取組 

  運動経験の少ない児童の実態に合わせ、

コートや、ボールの大きさ、種類などの

教材教具を工夫し、児童がどの授業も夢

中になれるような授業づくりを実施した。 

 

取組成果の評価 

１ 令和３年度の新体力テストにおける計

測結果として総合評価Ａ＋Ｂ、Ｄ＋Ｅと

も推薦基準より高い結果となった。また、 

 

 

 

３年間において合計値、Ａ＋Ｂの値が継

続的に向上した。 

 

２ ＯＰＰＦやＩＣＴを活用し、スポーツ

の「楽しさ」を大切にした授業の工夫改

善により、児童の運動に取組む意欲を高

めることで、運動経験の少ない児童も積

極的に取組んでいる。 

 

３ 「マッスルタイム」の体幹トレーニン

グを継続的に実施することで、バランス

を保つことができる児童が増加し、運動

場で転んで怪我をしたという児童の数が

大幅に減少した。 

 

今後の課題 

  地域での遊べる場所の問題や、運動経

験験の少なさからくる、特定の動きに対

する技能の低さなどの課題が多くある。

また、系統性を大切にして取組まないと

一度身についた技能が低下してしまう課

題もある。今後も、系統性を考えたカリ

キュラムを継続して取組んでいくことが

大切であると考え、常に児童の実態を把

握しながら、「楽しもう やってみよう 

チャレンジしよう」と思える体育授業を

実践していく。 

 

 

 

 

 

神戸市立こうべ小学校 

School data 

全校児童数             860 名 

教職員数               56 名 

総合評価Ａ＋Ｂの割合          42％ 

総合評価Ｄ＋Ｅの割合          23％ 

３年連続で総合評価、平均値が向上している。 



 

 

運動（スポーツ）の楽しさを存分に味わえる授業 

なりたい自分を目指した 
ＯＰＰＦ（ワンページ 
ポートフォリオ）の活用 

 

体幹を鍛えるトレーニング 

様々な体幹を鍛えるマッスルタイム 
の実施 



 

 

  

 

 

 

取組の内容 

１ 児童が主体となった取組 

  「ムキムキタイム」と称した異学年で

の主体的な運動遊びや、児童同士の教え

あいによる技の習得を目指す「チャレン

ジ縄跳び」などを実施した。 

 

２ 体力向上にＩＣＴを効果的に使用した

取組 

タブレット端末の動画再生機能、追っ

かけ再生機能など課題解決に適した機能

を利用した授業を実施した。 

 

３ 学校全体として継続的に体力向上に向

けた取組 

  通年で「ムキムキタイム」に取組むと

ともに、時期に応じて児童の体力向上

を目指した授業を実施した。 

 

４ 子どもたちが楽しんで運動に親しめる

ように工夫した取組 

  体育の授業の成果を発表する場として

運動会を実施し、順位の得点だけではな

く、練習時の最初の測定より記録の伸び

があったチームに得点を加算するなどの

工夫を実施した。 

 

５ 体育授業において運動好きの増加や体

力向上を図った取組 

  ドリルエクササイズを充実させ、主運

動につながる運動に継続的に取組むとと

もに、掲示物や運動カードでの意欲付け

を行った。 

 

６ コロナ禍における体力向上のための特

徴的な取組 

  体力低下を防ぐために「ちょいトレカ

ード」を作成し、専用ＨＰを設けるなど

家庭での運動機会を創出した。 

取組成果の評価 

１ 令和３年度の新体力テストにおける計

測結果として総合評価Ａ＋Ｂ、Ｄ＋Ｅと

も推薦基準より高い結果となった。また、 

３年間において合計値、Ａ＋Ｂの値が継

続的に向上した。 

 

２ 学習の流れを統一し、ドリルエクササ

イズやＩＣＴを活用した授業の実施、「ム

キムキタイム」等、生徒が主体的に授業

や運動遊びに取組む機会を作ることによ

り、積極的に運動に取組む児童が増えて

いる。 

 

３ 体力アップサポーターの活用、コロナ

禍の家庭での運動機会の充実など積極的

に地域・ＩＣＴを活用し日常的に運動に

触れる機会を整えている。 

今後の課題 

  運動能力の二極化が見られることか 

ら技能の習得における楽しさだけでなく、

友達とともに体を動かすことや、自分の

成長の楽しさを感じられるような体育授

業を展開していき、体力の底上げを図っ

ていきたい。また、引き続き体育的行事

で全校生が楽しめる機会を児童と一緒に

なって創ったり、児童が自ら運動したと

思う環境整備を行っていきたい。 

丹波市立中央小学校 

School data 

全校児童数              246 名 

教職員数                29 名 

総合評価Ａ＋Ｂの割合         42.5％ 

総合評価Ｄ＋Ｅの割合         22.5％ 

３年連続で総合評価、平均値が向上している。 



 

 

体育的行事の活用 

 

体育授業での取組 

 
ムキムキタイムの実施 

ＩＣＴを 
活用した授業 

ドリルエクササイズ 

                 運動機会の充実に向けた動画の配信 

コロナ禍における家庭の運動機会の創出 



 

 

  

 

 

 

 

 

取組の内容 

１ 児童が主体となった取組 

  全国縦割り運動を「あいがっこチャレ

ンジ」と称して、業間を利用した縄跳び

週間や、一輪車強化月間、運動体力委員

会の児童が作成したマラソンカードを活

用し主体的に体力向上を目指す取組を実

施した。 

 

２ 子どもたちが楽しんで運動に親しめる

ように工夫した取組 

  「なかよし班遊び」と称して、異学年の

縦割り班で様々な運動遊びに取組む機会

を創出した。 

 

３ 体育授業において運動好きの増加や体

力向上を図った取組 

  主体的・対話的で深い学びの実践を目

指し、課題解決型の授業展開を研究発表

するとともに、運動領域に合わせたスキ

ルウォームアップを実施した。 

 

４ 地域を活用した取組 

  「走育プロジェクト」に取組み、地域の 

 トレーニングコーチから指導を受け、年

間を通して様々な運動内容を実施した。 

 

 

 

 

 

取組成果の評価 

１ ３年連続で全校生の新体力テストにお

ける平均値が継続的に向上しているとと 

もに運動好き・毎日朝食を食べる児童が

多い結果となった。 

 

２ それぞれの取組を関連付けて実施する

ことで上級生の運動に対する意識が変化

してきており、下級生に教えることでコ

ーチ的な視点も身につき運動のコツやポ

イントを意識して活動するようになった。 

 

３ 授業における内容を工夫し、繰り返し

できる楽しい内容としたり、様々な授業

展開を行うことで休み時間から児童が準

備をして練習に取組む姿が見られた。 

 

今後の課題 

 主体的・対話的で深い学びの実現に向け

て年間指導計画の見直しや授業スタイルの

提案、体育的な学校行事の精選を図るため

の研修を進めていきたい。 

 新型コロナウイルス感染症の影響により

家庭で過ごす時間が増加するともに、コロ

ナ禍における今年度の学校生活の状況等を

踏まえ、児童の心と体の健康のためにこれ

まで以上に体力アップに向けての取組を進

めていきたい。 

 

 

 

 

洲本市立安乎小学校 

School data 

全校児童数                86 名 

教職員数                  16 名 

運動好きの児童              70.5％ 

毎日朝食を食べる児童           97.6％ 

３年連続で平均値が向上している。 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「あいがっこチャレンジ」「なかよし班遊び」の取組 

体育的行事の活用 

 

主体的・対話的で深い学びを目指した授業 



 

 

  

 

 

 

 

取組の内容 

１ 学校全体として継続的に体力向上に向

けた取組 

  縦割り班を活用したチャレンジタイム

を設定し、普段しない遊びや動きを設定

する中で、運動感覚の発達を促す幅広い

運動遊びを実施した。自然に身体全体を

使うことにより多様な体の使い方や、動

かし方を経験させた。 

 

２ 子どもたちが楽しんで運動に親しめる

ように工夫した取組 

  体力アップサポーターや地域指導者の

協力を得て、児童が各運動領域に触れる

ことができるような授業を実施した。ま

た、「みえること」「わかること」を視点に

した教具の効果的な活用や指導を工夫し、

授業のユニバーサルデザイン化を意識し

た誰もが分かりやすく楽しい授業を目指

した取組を実施した。 

 

３ 体育授業において運動好きの増加や体

力向上のための特徴的な取組 

  新体力テストの結果を分析し、学年ご

とに課題となる点をどのように補うこと

ができるのか検討し、「糸井サーキット」

というトレーニングを実施した。 

 

 

 

取組成果の評価 

１ 令和３年度の新体力テストにおける計

測結果として総合評価Ａ＋Ｂ、Ｄ＋Ｅと

も推薦基準より高い結果となった。また、 

運動好き・毎日朝食を食べる児童が多い

結果となった。 

 

２ 「みえること」「わかること」を視点に

しながら、仲間と「かかわること」を大切

にし、全員で創り上げる授業を目指して

いる。授業終了後も休み時間に運動に取

組む児童が増加している。 

 

３ 新体力テストの結果を分析し、児童の

実態に応じた運動を設定し、授業に活用

している。 

 

今後の課題 

  児童の生活習慣を改善していくため

に、保護者だけではなく地域全体で関わ

っていくことができるよう、講演会や懇

談会などで啓発を行っていく必要がある。 

   今後も授業のユニバーサルデザイン化

を進めるため、個に対する支援シートを

活用した指導を工夫し、継続していく必

要がある。 

 

 

 

朝来市立糸井小学校 

School data 

全校児童数             130 名 

教職員数               15 名 

総合評価Ａ＋Ｂの割合          46％ 

総合評価Ｄ＋Ｅの割合          26％ 

運動好きの児童            81％ 

毎日朝食を食べる児童         90％ 

３年連続で平均値が向上している 



 

 

運動の楽しさを味わうことのできる授業づくり 

 

糸井サーキットの取組 

体力アップサポーターを活用した取組 

体育的行事等の活用 

チャレンジタイムの取組 



 

 

  

 

 

 

取組の内容 

１ 児童が主体となった取組 

  児童と協働し、北京オリンピック代表

の小林祐梨子氏からの指導で準備運動小

林ストレッチを作成した。コロナ休校明

けの運動不足の解消や、コロナ不安の心

のストレスの解消につながった。 

また、６年生の児童が学んだ内容を、各

学年の指導の際に補助指導として参加し

コロナ禍で様々な行事に制約がある中で

児童のリーダー性を育む貴重な機会とな

った。 

 

２ 学校全体として継続的に体力向上に向

けた取組 

  ３カ年に渡り小林由梨子氏を招聘し、

講演会、ランニング教室等を実施した。

様々な交流の中で、「すること」だけでは

なく、「見る」「知る」を通したスポーツの

関わりやオリンピアンの言葉から運動に

取組む大切さを学んだ。 

 

３ 子どもたちが楽しんで運動に親しめる

ように工夫した取組 

  走り方教室を実施し、小さな目標を達

成していくトレーニング法等を指導する

ことによって児童の目標設定が明確化し

た。 

 

 

 

 

 

 

取組成果の評価 

１ 令和３年度の新体力テストにおける計 

 測結果として総合評価Ａ＋Ｂ、Ｄ＋Ｅと

も推薦基準より高い結果となった。また、

運動好き・朝食を毎日食べる児童が多い

結果となった。 

 

２ 継続的な交流の中で、前向きに取組み

目標設定する児童が増加し、運動の得意

不得意にかかわらず、主体的に目標を持

って取組む児童が増加した。 

 

３ ３カ年に渡って継続的に取組を実施す

ることで、運動だけではなく欠席もほと

んどなくなるなど、生活面でも意欲向上

につながっている。 

 

今後の課題 

  取組を通して安全な運動の導入や意

欲喚起、適切な個人の目標を設定して取

組むことや、高学年が低学年に指導する

ことを通して縦割り活動の活性化を図る

ことができた。ここからの広がりを目指

し、児童の意欲や主体性を生かした継続

した取組を行いさらなる体力アップ、意

欲アップ、生活力アップを図っていきた

い。 

 

 

 

 

 

 

 

南あわじ市立北阿万小学校 

School data 

全校児童数             130 名 

教職員数               15 名 

総合評価Ａ＋Ｂの割合          42％ 

総合評価Ｄ＋Ｅの割合          23％ 

３年連続で総合評価、平均値が向上している。 



 

 

継続した体力向上のための取組 

様々な交流を通した取組 



 

 

  

 

 

 

 

 

取組の内容 

１ 児童が主体となった取組 

  体育委員会・児童会が中心となり、ル

ールを工夫した意欲的に児童が取組むこ

とができる縄跳び大会や全校生での運動

遊びを実施した。 

 

２ 学校全体として継続的に体力向上に向

けた取組 

  バランス力の向上を目指し、兵庫県教

育委員会作成の「運動プログラム」を活

用した体幹トレーニングや持久走を実施

した。 

 

３ 子どもたちが楽しんで運動に親しめる

ように工夫した取組 

  体を動かす楽しさを味わう「ふれあい

集会」と称した全校遊びを定期的に実施

した。 

   

４ 体育授業において運動好きの増加や体

力向上を図った取組 

  体力アップサポーターや外部指導者を

招聘し、マット運動やタグラグビーなど、

専門的な内容を学ぶことで運動好きの児

童の増加につなげた。 

 

 

 

 

取組成果の評価 

１ 令和３年度の新体力テストにおける計 

 測結果として総合評価Ａ＋Ｂが推薦基準

より高い結果となった。また、運動好き・

朝食を毎日食べる児童が多い結果となっ

た。 

 

２ ルール等を工夫し、どの児童も楽しみ

ながら主体的に運動に取組む機会を多く

設定することで、学年を超えて一緒に練

習するなど夢中になって積極的に運動に

取組んでいた。 

 

３ 体力アップサポーター、外部指導者を

上手く活用し、学んだ内容を継続的に授

業に取り入れることで体力向上につなが

った。 

 

４ 全校遊びを児童が主体となって定期的

に開催していく中で運動好きの児童をふ

やすことにつながった。 

 

今後の課題 

 新型コロナウイルス感染症拡大防止対策

として様々な行事の実施に制約がある中で

あるが、今後も児童の体力向上、運動好き

の児童を増やす取組を継続的に進めていき

たい。 

 

 

淡路市立塩田小学校 

School data 

全校児童数                61 名 

教職員数                  13 名 

総合評価Ａ＋Ｂの割合           83％ 

運動好きの児童               100％ 

毎日朝食を食べる児童             83％ 

 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全校での運動遊びの取組 

体育的行事の活用 

 

体育授業での取組 

外部指導者を 
活用した取組 
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